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パー教授を訪ねた。同校は1899年の創立で，初代校長

は有名な熱情医学の父といわれたパトリック・マンソ

ン (SirPatric Manson)であった。レ教授は，その

後を継いだので同校には嬬虫学部(j部長レイパー教授)

原虫学部(部長トムソン教授)及び医用昆虫学部(部

長パックス トン教授)の3学部が完備し，熱帯医学寄生

虫学研究所として最も完備した体制を具え，リヴァプ

ーノレ熱帯医学校(LiverpoolSchool of Tropical Med-

icine)と共に世界にその名を識かしている。なお同

校内には「熱帯病索報J(Bulletin of Tropical Dis 

eases)を発行する部門があって，パグショウ博士 (Dr.

A. Y. Bagshawe)がこれを主宰している。博士は朴

前ではあるがなかなかの好人物で， レイパー教授と共

に私のために多くの便宜をはかつてくれた。ロンドン

を去るとき，帰国したら「熱帯病会報」のため執筆し

て貰いたし、と額まれた。因にレイパー教授は1923年か

ら Journalof Helminthologyを創刊している。

レイパー教授は少壮な学者として有力で，多くの業

績がある。諸積の学会に関係があり ，従って東洋，南

米，西印度，アフリカへの学術上の探検隊員と して派

遣されたことがしばしばある。初めて日本に来たとき

は，たまたま日本住血吸虫の中間宿主が宮入教綬らに

より発見された当時で、あったので，これが研究をなす

と共に，その帰途エジプトに立ち寄り，エジプト住血

吸虫の研究をなしその中間宿主の発見を遂げ，爾来数

年その研究につき業績を挙げている。 1921年4月私が

ロンドンを去るときは西印度及び南米に派遣され，そ

の続きにロックフエラー財団の招待員として，北京協

和医学堂の式典に臨み，途中日本に立ち寄りわざわざ

大阪に私を訪れてくれた。ロン ドンで別れの暇乞をす

る機を失し残念に思っていた際で、あるし，叉私が外国

でお世話になった人のうち，第ーに日本を訪れてくれ

たことと思い合せ，非常に嬉しかった。そして，その

節西印度で採集したマンソン住血吸虫の中間宿主を分

与してくれた。その後，教授の望みに応じ，徳島から

取り寄せたJI市吸虫の被奇襲幼虫を宿主と共に多数送った。

同教授が日本を去る日，私が神戸の桂田博士を紹介し

三人でトウア ・ホテノレで、晩餐を共にし閑談したのを大

層喜んで、別かれたので、あった。

私は欧米旅行の初めからの計画として，外遊中出来

るだけ多くの知名の生物学者を訪れ，その人々の写真

を撮しこれに署名をしてもらい，記念としたい考えで

数十薬を撮し得た。いずれも気持よく私の希望に応じ

てくれ，なかには帰国後わさ'わざ立派な写真に署名し

て送ってくれたのも少くなかった。 レイ パー教授は写

真が嫌いで何度か申し出たが，とうとう撮すことが出

来なかった。

ドーベノレ教授 (CLIFFORDDOBBEL) 

1886年に生れ，国立医学研究所 (NrtionrlInstitute 

for Medical Research)の教授で医学研究会委員を

勤める少壮有為の原虫学者である。教授は最も多く，

日本の生物学者を知っている一人で，池田岩治博士は

滞英中長い間，同学の間柄で恩11染となり，私が訪問し

た前後には五島清太郎先生を迎え，服部広太郎先生を

送り，当時留学中であった大島広教授や小泉丹教授と

も往来し，ことに小泉教授とは共に原虫学の研究を専

門にしていた点から，親しい交りであった。その頃，

小泉教授のいるパリ ーの住所を教えてくれた。教授は

日本人に知り合いが多いためか，自分の名を日本字で

「道辺留」と書くのを楽しみにして，署名を頼むと英

名と共に日本字を添えていた。 この日本字は，恐らく

長い間親しく していた池田教授か小泉教授から習った

ものであろう。

教授はきわめて自負心の強い篤学者で，原虫学者と

しては，独乙のドフライン (DOFLEIN)教授をおいて

は，現代自分におよぶものはないと自称するほどであ

った。教授はその著「人体に寄生するアメーバJ(The 

Amoeba living in Man)なる小冊子に，博士独特の

気焔を吐き，近代原虫学界の権威者として何人もこれ

をゆるしている独乙のシャウデイン (SCHAUDINN)博

士を罵倒し，赤痢アメーバについての所論には多くの

誤謬のあることを指摘し，一顧の価値なしとし，さら

にその流れを汲む米国のコレグ (CHARLESFRANKLIN 

CRAIG) 博士の説を非難した。これに反し，加州大学

のウォノレカー教授 (E.L. WALKER)のフィリッピン

における赤痢アメーパの研究は，斯学研究上に一時代

を劃したものとして，極力これを推奨している。総じ

て独米学者の非を挙げ，原虫ことに寄生原虫の研究に

は，医学か動物学かの一方にのみ偏した学者の研究は

誤謬に陥り易いことを極論し，大いに気焔を挙げてい

るのは痛快である。これは，よく博士の性格を現わし

ているように思う。

ある時，博士と話をしている際，一論文を示し 「これ

はお前の論文ではないかJと尋ねた。吉田は吉田であ

るが，イ ニシアノレが違う し，記載の記事も私の仕事と

は違うので，勿諭それは全く 別な人であると答えると

「そうであろう ，この論文は間違が多くてまずいもの

だ」と大いに非難した。その日本人は，私も名前だけ
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は知 っている人であった。 14士が初めから私の論文で

ないことを知って，この11¥]を出したのかどうか知らぬ

が，若し荘、の論f交であったらどう言うつもりであった

かう'11らん。同lJ!l-'了の気質ーはこんなものであった。つい

でに述べるが，外国人は ・般に同始 の日 本人ならイニ

シアノレが違っても同一人と思うものが多い。実際，日

本人の名の読み方がむつかしいので， ffで読むか， ，011 

で読むかにより，イニシアノレが違う 。それで， 同じ人

でも音で読むか， &11で読むかによって， 1)1]人のように

見えることが起る。この点から見て，イニシアノレだけ

でなく ，名全体を書いた方が間違L、が起らずによろし

いかと思い， ，11、はなるべくこれを実行 している。

へーイリスl専上ー(Dr.HARRY ARNOLD BA YLlS) 

ロンドンに着いて聞もない12月7日に大英国防物館

に同|卓士を訪ねた。同士は 1889年生れで， 日本でも

よく女rrられた寄生虫学者でその 者書 IA Manual of 

Helminthology. Medical and VeterinarY.1はμ、く読

まれている。 1噌J二は同僚のカノレマン1LP士 (Dr. WIL 

L1AM THOMAS CALMAN)を桁介 してくれた。カノレマ

ンIf!l二1:はIp殻な!の{DI究家で， Ffl殻如、f;j¥I"]の長をしてい

る。 ~I 'n;;に多 くの標本を集めている o 1山j人の尽力によ

りロン ドンの有名なリンネ協会 (LinneanSociety) 

に出入するようになったことは，彩、の最 も卒とすると

こらであった。初Jめ， [nJt!}二|二は夜、を筑:分として協会に

伴っていたが，だんだん籾街を重ねるにしたがい，つ

いに同協会の会員に推薦されることになり 4月7日の

例会において，会長，幹事，会員列nif，の上て、入会の式

文献ならびに標本の寄贈

11.19 I香川県下において広く人体に益延せる呉)1手以

1~好ifこ |主1 ~-る{i! f究」ほか 1 t1iì--- ii:田山1-' ド~(--1--

11.29イカリム γの忠11本 t~li 芳[ i~}l市立|守物館羽HillFI

叫λ~1専L:

11.30 IIIFI.汲虫の感染経路に関する実験的M究jほか

2 Wii 釜1[[水産大学II[世主i氏

12. 2サザエ20点(島根県産)ー十一松iLrli・戸III代氏

'1.，:1["，医学科目、外文l仮83巻 8号ほか 1篇 中国

科学院

実豆 一一=口
，A
l
 

11.21 r~:N'1薬 /1\販制術品 ， 秦両氏f!r'(1人l写真取材のため

がおこなわれ， lliJのごとく会長の宣言を受け，これを

伴受したのち会員名簿に署名したのであった。 ロンド

ンにおいて，色々の学術 kの集会に列11，ける機会を得

たが，このときほど採し、感~iíを受けーにことはない。 そ

の儀式は米国のそれと全く傑 !こを具にしている。 長

にしていえば，彼は平民的民衆的で，これは貴族|判官僚

がlである。幾千年の13ーから立族的伝統を有する民族と，

E11国以来年浅く白113的4!lf，附級を愛する民族の国民性の

相違によるものであろう。リン不協会人会式場の如き，

IF.1百の少しl専'Il、所に会長をrl"心に幹事その他の役員の

佐列する有様は，あたかも裁判所にでも行った感が起

るのである。英国における儀式は厳溺で一見形式的で、

あるが，fI/，j人間の心情は板めてねかで品，[1*のある国民

であることは，少しながらく交際していると説もが気

付くところである。布、も多くその経験をもっている。

次に述べるのは，必ずしもその適が1]とは思わぬが，私

が大?Jf.;時物館に通っている間にベ ーイリスド!I二|ーの紹

介で，館長のハーマーIW士 (SirSI9NEY FREDER IC 

HARMER)に透った。1')/-':は1862年生れで，生物学界

の老大家でありしかもWIIの身分でありながら械めて慾

惣な態度で応接し，制11心の注;昔、をもって h~J1 をIil話す

る人であった。ベ イリス|専 ごl→およひカノレマン I:~l 上 と

J与にしばしば館内にある食立に，食事あるいはl契J15に

j('，{!iされた。|百l食堂17すには，11日員11，'iv:t.l)l]iこ |ヌ:;UIJをな

していにので，その後私は秒、りのlIijでも 白IEIにその区

域内の昨日百につくようになった。 (次号につつく)

来館。

i 1. 24 J三:[il:'f大学医学部教援八一昨大Jl)J博士来館。

11. 25 ~; 1同l全国間物館大会に出席のためずj"=[1'1事務長

3 FIIH1/:l¥張。

11 .28 目黒学園幼税関 ，~\の娩~l!，検 fì~に協力のため杉HJIJ

テープ650枚をj皮す。

12. 2日木l映像K.Jく配向氏他 11'，1映画作成の打令 せ

のため米ffl。

12. 6斡|主|延|止大学寄生虫学教室李奉鏑氏来館。

12. 9 口 県 12<立 W~~fu小学校加藤先生ほか 5 名見学のた

め来館。

12. 14 rl色符館長， ~牙々 iff\ :iJl!'.Ilーは米|孟l 大使館N 1 N， 

Nsrへrl¥[i'j (此文節1巻H参)



目黒寄生虫館月報 -7-

13 

亀谷了・石浜光 (1953):戦後の満測における日中

ソ三民族の寄生虫保有率と終戦前のそれとの比較は 〕

終戦前後の寄生虫保有率の比較。医学と生物学。 26

(3)， 109~111 ， 

KAMEGAI S. & H. ISHIHAMA: The percentages 

of parasites among the Japanese， Chinese， and 

Soviet peoples in Manchuria in the post-war time， 

compared with those in the pre-war time. II. 

The comparison between the pre-and the post-

war percentages of parasites. Medicine and Bi 

ology. 26 (3)， 109~111 

嬬虫類における変化:日本人の場合:一番目立つの

は各年齢を通じて畑虫が約2倍に鳩したこと，乳幼児

においても同様に増加したことである。その他の嬬虫

類については各年齢を通じて一定の増減を示していな

し、。

中国人の場合:終戦前後に著明の変化が認められな

L 、。

原虫類における変化 :日本人の場合 :終戦前後に著

明な変化を認めない。中国人の場合.著明の変化をみ

とめない。

以上の成績から考えられることは，終戦後急に日本

人の姻虫が増加して中国人のそれに近づいたというこ

とが著しい特長である。その他の嬬虫，原虫類は戦前

戦後に差異を認めなかった。

14 

丹羽一成・坂部長正 (信州大学医学部学生)(1954) 

・姻虫卵の比重測定 (未発表)

15 

亀谷了・野々部春登・石浜光 (1954):ジアルヂア

に関する研究 I目医学と生物学，32 (5). 250~25 1 ， 

KAMEGAI S.， H. NONOBE & H. ISHIHAMA: 

Studies on Giardia lamblw. 1. Medicine and Bi-

ology. 32 (5) 250~25 1. 

6歳の男児の糞便より水で洗って得たG.滋子を使

用して感染試験を行ったが，すべて感染はおこらなか

った。

仔ネコ(生後 1ヶ月) 3匹に与えた。 l匹当り 200

万コ位になったが感染はおこらなか、た。

成人男子 (34歳)が瞭下した場合は，約 100万コに

相当した量であったが粘液性の下痢使は出すに至った

がG.の感染はおこらなかった。

ハツカネズミに与えた場合は，各々 200コ位の滋子

を10匹のハッカネズミに与えたが感染はおこらなかっ

た。

16 

丹羽一成・坂部長正 ・3中山文雄 (1954) 腸管と姻

虫毒(未発表)

17 

亀谷 了 (1955)・再びJ、ェ幼虫症と思われる一例.

医学と生物学， 34 (6)， 276~277. 

KAMEGAI S. (1955): One more case of Myiasis 

interna・likedisease. Medicine and Biology. 34 

(6)， 276-277. 

44歳の主婦が昭和29年8月中旬より疲れやすくなり，

8月下旬から盲腸部に鈍痛を覚えだした。それが次第

に泊痛となり ，腰から右!肉|へひきつるような痛みも生

じた。排尿の前後が特にくるしく ，吐気もあった。 9

月19日虫垂炎の疑で諸検査を行い，確定出来ず観察中

10月2日朝大量のハエ幼虫を排出して治癒じた症例。

表紙説 明

写真は Lobatozoummultisacculatum 2匹が

1つの cyst(長さ約 15mm)に入って，頭部を

中にして横向きに並んでいる。左右にコプ状につ

ながってみえるのは体後部で，頭部は細長いが，

この写真で、は残念ながら見えなし、。本標本は圧平

しへマトキシンで染色しである。

YAMAGUTI (1958)によると太平洋のカツオや

マグロが宿主となっている。石井信太郎博士の命

名である。(市原う
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